
1Ingenious Dynamics

住友電工における企業内システム
の変革とEnterprise2.0

２００７年８月１日

住友電工情報システム株式会社
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単体 553億円、連結 1,454億円（2007年３月期）経常利益

単体 4,000人、連結 130,000人

単体1兆435億円、連結 2兆3833億円（2007年３月期）

（情報通信）ネットワーク機器、光ファイバ等

（ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ）化合物半導体、ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾌﾟﾘﾝﾄｻｰｷｯﾄ等

（自動車）ワイヤーハーネス、ディスクブレーキ等

（産業用素材）ＰＣ銅線、ダイヤ切削工具等

（社会インフラ）電力線、超伝導線等

製 品

従業員数

売上高

968億（2007年３月）資本金

1897（明治30）創 業

住友電気工業（株）会社概要
(Sumitomo Electric Industries ,LTD. : ＳＥＩ)
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住友電工の主要製品

電力ケーブル 光通信ケーブル ワイヤーハーネス

ダイヤ製品

ディスクブレーキ

FPC励起レーザー

製品概要



Ingenious Dynamics 4
コンピュータ運用 ネットワーク運用

パッケージ開発

外部設計 内部設計

住友電工
情報システム部

５０人

２５０人

ｼｽﾃﾑ技術、ＮＷ技術
（技術評価、標準化）

ソフト製作 ｼｽﾃﾑ維持・運用

住友電工情報システム株式会社 （SIS)

各種業務用ソフトウエアの開発・販売・保守

パッケージソフト（楽々シリーズ）の開発・販売

コンピュータ運用の業務受託、情報機器の販売

事業内容

従業員 ２５０名従業員

２億円 （住友電気工業株式会社 １００％）資本金

1998年10月１日設 立

要求定義

企 画

住友電工
情報システム（株）

パッケージ販売
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SISのソフトウエアプロダクト

基幹系汎用データベース検索ツール楽々ViewⅡ

ISO/汎用文書管理システム楽々Document

Web購買システム楽々ProcurementⅡ

基幹系ワークフローシステム楽々WorkflowⅡ

Javaによるシステム開発基盤楽々FrameworkⅡ

企業内検索ポータルアプライアンスQuickSolution Express

企業内検索ポータルQuickSolution Portal

大容量・高速の類似検索エンジンQuickSolution

Javaベースの企業向けアプリケーションパッケージ製品を開発・販売
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DB2, Oracle９９～０４
Linux/Tomcat

Windows NT

ＵＮＩＸ

IBM MVS/VSE

NEC ACOS２

IBM S/370

NEC ACOS４

DEC PDP１１

OS

ｸﾗｲｱﾝﾄｻｰﾊﾞｰ処理

分散処理（telnet）

Webシステム

Cold Fusion９７～９８

PostgreSQL
Java

０５～

Oracle
Developer2000９５～９６

InformixInformix4GL９１～９４

DL/I、ＤＢ２

ADBS
汎用機分散設置８０年代

IMS

ADBS
COBOL

（BASIC)

汎用機集中処理

（ミニコンの活用）
７０年代

ＤＢ言語方式年度

情報システム部門の歩み
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Enterprise 1.0 + α

企業情報システム変革の１０年



Ingenious Dynamics 8

Enterprise2.0の位置づけ

Enterprise1.0

Web1.0

Web2.0

Enterprise2.0

Internet ,Web, TCP/IP

Blog, Wiki, SNS, 検索
Web-API, マッシュアップ

情報システムのWeb化

ユビキタスネットワーク化

オープンソースの採用

情報共有と検索

リッチな画面と操作性

セキュリティ

内部統制
グローバル化

SOA、ASP
SCM , CRM
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住友電工でのEnterprise1.0 + α

プラットホーム
Linux
Java （楽々FrameworkⅡ）
Tomcat
PostgreSQL
Xen

基幹システム
Web化

オープンソース

グローバル化

グループユーザ管理

シングルサインオン

ワークフロー

プリントサービス

電子申請（楽々WorkflowⅡ)

情報系システム

Web化

部門毎ＨＰでの情報発信

電子会議室、電子メール、
メーリングリストサービス

ポータルサイト

各種情報共有サーバ
部門情報管理 （楽々Document)

全社知識共有／ナレッジ・ポータル

システム開発・情報共有 ISPORTAL

ネットワークのユビキタス化
イントラネット、エクストラネット
グローバル化
大容量化
リモートアクセス
音声統合 IP化
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インターネット技術の採用

①ＴＣＯの削減
・ブラウザ、メールソフトのみで業務が可能
・クライアントＰＣの管理工数削減

９７年：Ｗｅｂシステムによる基幹情報システム開発方針決定

②最新技術の導入が容易
・インターネット技術の進歩が早い
・費用が安い

電子メール会議室
掲示板

電子電話帳
E-mailｱﾄﾞﾚｽ帳

ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理
施設予約

各種届け出、申込

事業部システム

部門ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ
全社共通・横断ｼｽﾃﾑ
(人事､総務､経理､資材､物流)

ﾌﾞﾗｳｻﾞで利用

ＳＥＩネットワーク

文書管理

ﾅﾚｯｼﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

（＊）ブラウザはNetscape、ＩＥ、FireFox等、一般によく使われているもので動くこと

Ｗｅｂ（イントラネット）によるシステム基盤の整備



Ingenious Dynamics 11

（１）Linuxの採用
１）メリット

① ハード、データベース・ソフトが安価
・ＰＣサーバで稼働
・データベース・ソフトがＵＮＩＸに比べ安価

② システムの安定性
③ オープンソース・ソフトウェア → 今後の主流と判断

２）課題
Linux上の運用、開発ツールが少ない

（２） Ｊａｖａの採用
１）メリット

・ソフトの部品化に優れる
・ベンダーフリー

２）課題
・オブジェクト指向技術者の不足（従来は４GL他を使用）

Ｌｉｎｕｘ/Javaの採用 －１９９９年に決定－
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開発プラットホーム

１９９７年 Webシステムの全面採用

１９９９年 Java / Linuxの全面採用

２００５年 PostgreSQLを社内標準データベースへ

２００７年 仮想化技術としてXenを社内標準に

バージョン

2.0

8.1

4.0
3.1

5.5

J2SE 5.0

SLES 10

FireFox ブラウザ

PostgreSQL DB

楽々FrameworkⅡ（＊）

＋Eclipse
開発ツール

Tomcat 

Ｊａｖａ実行環境

SUSE Ｌｉｎｕｘ Enterprise ServerOS

ソフトウエア分類
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・顧客情報
・在庫情報
・生産計画/進捗

顧

客

資材ﾍﾞﾝﾀﾞｰ 工程外注 輸送会社

購買 物流

情報はﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽによりﾘｱﾙﾀｲﾑに共有化

社内業務連携はワークフローにより迅速化

・電子カタログ
・新製品情報
・在庫情報 公開

ＤＢ

顧

客

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公開
ＤＢ

販売 納入
・納入予定
・貨物追跡

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

物

流

製

造

資
材
調
達

設

計

営

業

生
産
計
画

楽々
Procurement

楽々ECサイト

楽々Workflow 楽々Framework

楽々
Web-EDI

楽々Portal

ネットワークによるアプリケーションの連携
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・
・
・

・
・
・

2001年10月工場の生産管理ｼｽﾃﾑ生産管理ｼｽﾃﾑ

2001年 9月各種工場勤務形態に対応した勤惰管理全社勤惰管理ｼｽﾃﾑ

2001年 6月販売、製造、物流管理ｼｽﾃﾑSCMｼｽﾃﾑ

2001年 4月工場の生産管理ｼｽﾃﾑ生産管理ｼｽﾃﾑ

2000年10月設計及び原価管理原価管理ｼｽﾃﾑ

2000年10月Web-EDIを利用した受注ｼｽﾃﾑWeb受注ｼｽﾃﾑ

2000年10月超硬工具のポータル・サイト超硬工具EC

2000年 7月
購入依頼から入荷検収までの一連の
社内購買業務と取引先とのﾃﾞｰﾀ交換

購買ECｼｽﾃﾑ

稼働時期システム概要システム名

・
・
・

2002年12月決裁電子化（ワークフロー）汎用ｼｽﾃﾑ全社起案・申請ｼｽﾃﾑ

2002年11月中国工場の生産管理ｼｽﾃﾑ海外工場ｼｽﾃﾑ

2002年10月各種申請、人材管理など全社人事ｼｽﾃﾑ

2002年10月償却計算、移動廃却処理固定資産管理ｼｽﾃﾑ

2003年 4月企業ポータルシステム、グループウェア社内ポータル

2003年11月グループ共通経理システムｸﾞﾙｰﾌﾟ経理ｼｽﾃﾑ

住友電工での開発事例 (Linux, Java, Web)
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グループユーザ管理システム

住友電工グループのユーザ情報、
組織情報を一括管理

グループユーザ管理

ＳＥＩ
人事システム

関係会社
人事システム
関係会社

人事システム

シングルサインオン
管理システム

電子メールシステム

電子申請システム
（ワークフロー）

各種社内システム
（シングルサインオン）

ユーザ、組織、配属情報
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楽々Framework 基盤

基幹情報システム

ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

ワークフロー
（楽々Workflow）

データベース検索
（楽々View）

グループウエア
（スケジュール、会議室予約等）

ｼﾝｸﾞﾙ・ｻｲﾝｵﾝｼｽﾃﾑ

全社共通ｺｰﾄﾞｻｰﾊﾞ

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾕｰｻﾞ管理ｼｽﾃﾑ

ＤＢ

プリントｻｰﾊﾞ連携 通知

ワークフロー、帳票出力、組織・ユーザ管理などをサービスとし
て独立サーバに準備し、基幹システムで共用する

SOA的共用サーバーの設置
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社内ポータルサイト

2003年 自社開発

住友電工グループで利用

主な機能
グループユーザ管理と連動

スケジュール管理
携帯への通知

施設予約

電話会議・テレビ会議予約

全社電話帳

他システムへのリンク
電子申請 等

パーソナライズ機能
画面構成

タブ作成

My Link
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グループ電子申請システム （楽々WorkflowⅡ)
2002年自社開発

利用部門
住友電工グループ １１事業部門
関係会社４０社で利用中

登録ユーザ数 3万人以上

用途
各種起案・稟議、各種申請、
約１５０種類
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情報共有・コミュニケーションツールの整備

１９９７年 Webベース電子会議室・掲示板（WebMeeting）開発

１９９７年 E-mail を全社標準に

１９９８年 Webベース汎用文書管理システム（楽々Document）
を開発

１９９９年 社内メーリングリストサービス開始

２００１年 ＥＵＣツールの整備（楽々View）

２００２年 住友電工グループ向けワークフローシステム
（楽々WorkflowⅡ）稼動

住友電工グループ全体で社員情報一元管理

２００３年 社内ポータル開始

２００４年 知識共有システム ナレッジ・ポータル開始

２００５年 情報システム部門の知識共有システム IS-Portal
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全社Web電子会議室 ( WebMeeting）

全社掲示板
会議室

部門会議室
掲示板部門会議室

掲示板部門会議室
掲示板

総務部
人事部
情報システム部
その他

各事業部

SEIネットワーク

ブラウザー
E-mail

1998年自社開発

登録ユーザ数 14,000人

会議室数 約500個

主な用途
全社への通知（掲示板）

異動通知、ご不幸通知、教育通知

部門内での通知（掲示板）

報告書掲載 週報・月報

各種情報共有
申請用紙、マニュアルの掲載

各種意見交換、意見募集

特徴
自動メール通知、未読・既読管理

それまでのTelnetベースのBBSを再構築

全社情報共有のインフラとして機能

電子会議
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部門内文書管理・情報共有 (楽々Document）
1998年 自社開発

住友電工グループ ５５部門で利用

主な用途
ISO文書管理、汎用文書管理、情
報共有

主な機能
文書管理、版管理、ワークフローに
よる承認全文検索

自動ＰＤＦ変換、自動ＦＡＸ機能

画面の簡単作成機能

メールによる情報登録

メールによる通知、催促

既読管理

コメント入力

KNOW WHO検索

その他 製品として販売 既読者一覧ボタン

コメント登録
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全社知識共有サーバ ナレッジ･ポータル

２００４年 自社開発（楽々WorkflowⅡ）

住友電工 ２０部門で利用

フォルダー数 ２,３６０ ４８,０００文書

主な用途
全社共通のドキュメント管理

部門を越えた情報管理

アクセス頻度順の表示（有用度の伝達）

メール自動登録
週報、月報登録

営業コンタクト履歴管理

部門間のコミュニケーション
営業提案に対する事業部・研究からのコメント

特徴
部門内情報共有サーバ（楽々Document）では
できなかった全社レベルの情報共有を指向。

全社グループユーザ管理を利用

ＳＳＯ

QuickSolutionによる高速検索

QuickSolution

全社知識共有

文書データ

グループ
ユーザ管理

メール登録
検索・閲覧
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Enterprise2.0へ

Web2.0の技術を企業内システムに



Ingenious Dynamics 24

Web 2.0の技術の適用（1） IS-Portal

2005年 自社開発

情報システム部門開発者関係者300名で利用

主な機能
分散型 ファイルサーバ

ＨＴＭＬ文書自動生成機能 （IS-DOC)
文書管理、版管理、新着情報

類似検索エンジン搭載 （Quick Solution)
主な用途

情報システム部、ＳＩＳのシステム開発ドキュメント全般の情報共有

特徴
分散ファイルサーバ ＋ ＨＴＭＬ自動生成 ＋ 検索エンジン

新着情報、ＲＳＳ

リンクを保持してＨＴＭＬで文書を保存

すべての成果物を管理

情報システム部門知識共有サーバ



Ingenious Dynamics 25

新着文書の表示

JavaScript
による

自動表示

サイト内
類似情報

検索

RSSによる

新着情報
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IS Portalの構成

トップ／本社

1TB

東京本社

500GB

大阪製作所

500GB

伊丹製作所

500GB

新大阪

500GB

横浜製作所

500GB

関東製作所

500GB

SIVIC

Postgre

類似情報検索

1TB

SSO
LDAP

PC

メーラー

ブラウザ

RSS Reader

Isdoc

Samba/HTTP

QuickSolution

ソフトウエア
生産管理システム
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Web 2.0の技術の適用（2）

AJAXの利用

ブラウザー上でドラッグ・アンド・ドロップを利
用したプログラム開発ツール（RakDesigner）

画面設計
ＳＱＬ作成支援

AJAXによるインタラクティブな業務画面部品

無限スクロール
インクリメンタルサーチ
一覧画面の編集

（表示順、列幅、表示非表示）
他

画面設計ツール

SQL作成ツール
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データ

要求

眠れる
情報

処理

評価

運用

1

2

3

QS
Portal

自然文での思いつき検索

包容力のある類似検索

組み合わせ検索

検索漏れがない

検索ノイズが少ない

簡単導入

充実のアクセス権限管理

辞書不要

高速インデクシング

超大容量

超高速

快適な
運用

快適な
検索

Web 2.0の技術の適用（3） QuickSolution
企業内検索（エンタープライズ・サーチ）
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類似検索 ： 自然文による類似ドキュメントの検索

キーワード検索 ： キーワードを指定して全文検索

属性検索 ： 数値、日付等のフィールド検索

Web 2.0の技術の適用（3）
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Web 2.0の技術の適用（4） ユビキタス・ナレッジの実現

全社電子会議室（WebMeeting）の再構築（予定）

「ユビキタス・ナレッジ」の実現。
※ユビキタス・ナレッジ （ＳＥＩの造語）：

誰もが、いつでも、どこにいても、必要な情報（ナレッジ）を活用できる

インターネットSEIグループネット

BBS

Blog Wiki

SNS
QuickSokution（検索）

グループ
ユーザ管理

SSO

権限管理

ワークフロー

情報漏えい対策

使いやすさ セキュリティ＋
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知識共有を改善するWeb2.0の機能

知識（情報）の表出[キーワード] 知識（情報）の連結 知識（情報）の体得（理解）

BBS

Blog

Wiki

SNS

検索エンジン
ほか

•HTMLｴﾃﾞｨﾀ/ｲﾝﾗｲﾝﾃﾞｰﾀ表示

•データ容量アップ

•気軽に書き込み
•HTMLｴﾃﾞｨﾀ/ｲﾝﾗｲﾝﾃﾞｰﾀ表示

•目的に合わせて作成
•外部Blogと連携

•Wiki言語

•文書の共同作成環境
•情報の整理を行い易い
•明確な目的

•明確な目的
•気軽に書き込み
•目的に合わせて作成
•似た目的の人をネットワーク

•KnowWho検索⇒

知識共有空間への招待

•チャーター（憲章）検索
•参加申し込みWF

•外部Blogと連携
•チャーター/カテゴリ検索
•参加申し込みWF

•チャーター/カテゴリ検索
•参加申込みWF

•チャーター/カテゴリ検索
•参加申し込みWF
•似た目的の人をネットワーク

•全情報の検索とアクセス制限
に基づいた結果表示
•KnowWho自動生成と検索

•HTML化

•会議室用途ではコメント機能
の充実

•HTML化

•コメント機能
•トラックバック機能

•HTML化

•整理され理解し易い情報
•コメント機能

•コメント機能

•情報ポータル
•情報の有用度の自動評価
（更新頻度、ｱｸｾｽ数など）
•翻訳機能
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インターネット技術の問題点
インターネットで運用されているBBS・Blog・Wiki・SNSや各種検索システムを

住友電工で運用する場合、最大の問題点は

インターネットの技術は利用者の利用制限機能が貧弱

「最近 『社内Blog』『社内Wiki』『社内SNS』の活用がよく報道されている」
⇒「単一業種」で「若い企業で、社内組織が非常にフラット」な場合、インター
ネットの技術をそのまま利用することは比較的容易。

逆に住友電工のように
「複数の業種にまたがり、会社組織があまりフラットでない企業」では
「どんな情報もフラットに見えてしまうBBS・Blog・Wikiや、コミュニティ作成権
限を無制限に与えるSNSは運用し辛い」

利用者の利用制限機能を強化した、

「企業向けBBS・Blog・Wiki・SNSシステム」が必要。
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Web 2.0の技術で何がかわるか

Blog

SNS

Wiki

RSS

電子会議室
メーリングリスト

メール通知

掲示板

情報共有ツール

マッシュアップ ポータル

SOA

利用者が自発的に使いたくなるツールへの移行
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まとめ

住友電工の情報システム基盤は、90年代、Web1.0の技術を適用することで、

劇的な革新を遂げた。

１９９７年 Webベースへ移行

１９９９年 オープンソースへ移行（Java/Linux）

Web2.0については、AJAXやエンタープライズ・サーチを積極的に活用してい
るが、Blog, SNS, Wiki などのコミュニケーション技術の本格活用はこれから。

Blog, SNS, Wikiを大企業で広く適用するためには、権限管理、情報漏えい

対策、承認プロセスの機能追加が必須。

これまでの技術との本質的な違いは、一般に普及し、使いやすく、表現力豊
かで、社員が自発的に利用すること。それが、組織を超えた個と個のつながり
をうむこと。
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END

ご清聴ありがとうございました。


